
1A11S          

信号

g
v

e1

e2

td

ポンプ

プローブ

Ω Ω Ω

Ω 2Ω

図1.四次ラマン分光法の原理図.
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(a)油-水溶液界面
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(b)油-水溶液界面

(c)大気-水溶液界面
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図2.(a)油-水溶液界面にある色素からの四次ラ
マン信号.(b)aのビート成分のフーリエスペク
トルの実部.(c)大気-水溶液界面からのビート
成分のフーリエスペクトルの実部.
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図3.トリメチル酢酸(TMA)を吸着させた二酸化
チタン(110)面の構造(a)とそこから得られた四
次ラマン信号のフーリエスペクトル(b).


